
 

 

 

報道発表資料の配付日時 ８月 30 日（水）13:00 

 発 表 項 目 

 （ 行 事 名 ） 

いわみざわ情熱フェスティバルにおける「炭鉄港めしフェスタ」の開催につい

て 

 記者レクチャー  

 の お 知 ら せ 

(実施日時) 

 

  発 表 者  

  発表場所  

概 要 

ポイント 

■ 日本遺産「炭鉄港」の食文化「炭鉄港めし」を食するイベント 

「炭鉄港めしフェスタ」を開催。 

■ 多くの来場者が期待できる「いわみざわ情熱フェスティバル」において、 

９月 16 日、17 日の 2 日間開催。 

 

空知総合振興局では、日本遺産「炭鉄港」の更なる普及を図るため、炭鉄港ストーリ

ーに密接する食文化等として選定した「炭鉄港めし」の普及啓発に取り組んでいます。 

このたび、岩見沢で行われる「いわみざわ情熱フェスティバル」において「炭鉄港め

しフェスタ」を開催し、炭鉄港めしを提供する５店舗が出店します。 

◇ いわみざわ情熱フェスティバル概要  

日時：令和５（2023）年９月 16 日（土）10:00～18:00 

９月 17 日（日）10:00～17:00 

場所：岩見沢駅東市民広場公園 

◇ 「炭鉄港めしフェスタ」出店店舗（※１条通側）  

炭鉱の記憶推進事業団（岩見沢市） 

・石炭カヌレ 

・石炭かりんとう ほか 

なかむらえぷろん倶楽部（美唄市） 

・中村のとりめし角弁当 

・炊き込みセット 

暖らん＜赤平市＞ 

・ガンガン鍋 

・ホットレッグ 

・暖らんザンギ 

ぷろぐれす＜三笠市＞ 

・石炭ザンギ 

・地層パウンドケーキ 

・むしパン 

小樽あんかけ焼そば親衛隊（小樽市） 

・小樽あんかけ焼そば 

参 考 

「炭鉄港めし」とは、日本遺産である炭鉄港ストーリーを食の視点から深掘りし、単な

るグルメとしてではなく、その食文化のひとつひとつが資料的価値のあるものと定義づ

けたものです。  
 

 報道(取材) に当た

って のお願い 

鉄港の更なる普及啓発に向けて、積極的な報道をお願いします。 

当日の取材も可能です。 

 他 の ク ラ ブ 

 と の 関 係 

 同 時 配 付 

 同 時 レ ク 

空知総合振興局記者クラブのほか、 

関係市町及び後志総合振興局からも発表 

 

 担 当 

 （ 連 絡 先 ） 

空知総合振興局地域創生部地域政策課  

主査（産炭地振興）高井・毛利（℡0126-20-0034） 

９／16（土）～17（日）の行事 
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炭鉄港推進協議会
岩見沢市８条西５丁目

空知総合振興局地域政策課内

明治以降、急速に進んだ日本の近代化。それを支えたのが北海道の石炭、鉄鋼、
港湾と、これらをつないだ鉄道網です。
石炭の「炭」、鉄鋼・鉄道の「鉄」、港湾の「港」で、日本遺産「炭鉄港」と
呼ばれる北の産業革命の主役は、各地で働いた労働者とその家族。
過酷な労働に耐える彼らの栄養源となった食文化「炭鉄港めし」は、今なお
その街々で親しまれています。


